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第3回までの議論状況

●縦軸項目

 ガバナンス

 物流・商流データ

プラットフォーム

 水平連携

（標準化・共同化）

 垂直統合

（BtoBtoCのSCM）

 物流拠点

（自動化・機械化）

 輸送機器

（自動化・機械化）

●ゴールイメージ

①効率性
（世界で最も効率的な物流）
 リソースの最大限の活用による
究極の物流効率化

 カーボン・ニュートラル（2050）
 廃棄ロス・ゼロ
 消費地生産の拡大

②強靭性（世界で最も止まらない物流）
 生産拠点・輸送手段・経路・保管の
選択肢の多様化

 企業間・地域間の密接な協力・連携
 迅速な情報収集・共有

③良質な雇用の確保（価値を生む物流）
 物流に従事する労働者の
適正な労働環境

 物流関連機器・サービス等の
新産業創造・雇用創出

 ビジネスモデルの国際展開

④ユニバーサル・サービス化
（社会インフラとしての物流）
 開放的・中立的なデータプラットフォーム
 買い物弱者の解消
 地域間格差の解消

フィジカルインターネット・ロードマップのイメージ

 これまで、フィジカルインターネットの実現に向けて、目指すべき「ゴールイメージ」と、それにいたるまでの
ロードマップの「縦軸項目」について検討。第3回会議では、分かりやすい「フィジカルインターネットの実
現イメージ」について議論。

 今回は、次頁の「フィジカルインターネット・ロードマップ」（案）について、ご議論をいただきたい。

1

【今回の論点】

※「輸送機器」に関しては、原則として他のロードマップを引用し、本実現会
議では詳細についての検討は行わない。



ライフサイクルサポート

2026～2030 2036～20402031～2035

トラックの
積載効率：

基幹系システムの刷新/DX

企業・業種の壁を越えた物流機能・データの共用

業界内・地域内

物流DX実現に向けた集中投資期間

実証段階であり、
本格的な導入・サービ
ス化には至っていない。
他方、ドライバーの人手
不足問題は深刻化

各種PFの萌芽。
複数のPF間の相互接
続性・業務連続性の
確保が課題。

各種要素の非統一に
起因し、物流現場の
負担が発生。モノ・
データ・業務プロセスの
標準化に連携して取り
組むことが必要。

省人化・無人化に向
けた自動化機器の普
及促進と、業務プロセ
ス革新による生産性
向上が課題。

現状 離陸期 加速期 完成期準備期

～2025

物流・商流を超えた
多様なデータの

業種横断プラットフォーム

ロジスティクス・SCMを
経営戦略としていない。
物流を外部化してしまっ
ており、物流とのデータ連
携ができておらず、物流
の制約を踏まえた全体最
適を実現できず。

物流EDI標準の普及
パレットの標準化
PIコンテナの標準化

SCM/ロジスティクスを
基軸とする経営戦略への転換

2030年 物流ロボティクス市場規模
約1,500億円 (2019年度の約11倍)

出典：矢野経済研究所

ロボットフレンドリーな
環境構築

デマンドウェブ
（BtoB/BtoC）

消費者情報・需要予測
を起点に、製造拠点の配
置も含め、サプライチェー
ン全体を最適化。
トラックなどの輸送機器や
倉庫などの物流拠点のみ
ならず、製造拠点もシェア。

装置産業化の進展 完全自動化の実現

事業者ごとや業界ごと
に様々なルールが相互
に調整されずに存在

物流スポット市場の発達

SIPスマート物流サービス物流標準ガイドラインの活用
例）業務プロセス、GS1を始めとするコード体系

計画的な物流調整/利益・費用のシェアリングルールの確立

業界内・地域内 業界間・地域間・国際間

中継輸送の普及
（リレー・シェアリング）

2024年
トラックドライバーの
時間外労働上限規制

標準化・商慣行是正等（業種別アクションプラン）
例）加工食品、スーパーマーケット等、百貨店、建材・住宅設備

パレチゼーションの徹底

年度

各種PFサービ
スとの連携サービス展開 ex.地域物流SIPスマート物流サービス

各種PFビジネスの発達

サービス展開

サービス展開

後続車有人隊列走行システム・
高速道路での後続車無人隊列

走行システムの商業化
出典：官民ITS構想・ロードマップ

限定地域での無人自動運転移動サービス
出典：官民ITS構想・ロードマップ

自動配送ロボットによる配送の実現

サービス展開高速道路での自動運転トラック実現
出典：官民ITS構想・ロードマップ

サービス展開

サービス展開ドローン物流の社会実装の推進
出典：空の産業革命に向けたロードマップ2021

業界間・地域間・国際間

物流・商流データ
プラットフォーム（PF）

水平連携
標準化・共同化

ガバナンス

物流拠点
自動化・機械化

項目

パフォーマンス

垂直統合
BtoBtoCのSCM

輸送機器
自動化・機械化

60％ 70％50％40%以下 80％
2025年 トラックドライバーの平均所得額・労働時間を全産業平均並に

フィジカルインターネット・ロードマップ（案）

フィジカルインターネット
ゴールイメージ

①効率性（世界で最も効率的な物流）
• リソースの最大限の活用による、究極の
物流効率化

• カーボン・ニュートラル（2050）
•廃棄ロス・ゼロ
•消費地生産の拡大

②強靭性（世界で最も止まらない物流）
•生産拠点・輸送手段・経路・保管の
選択肢の多様化

•企業間・地域間の密接な協力・連携
•迅速な情報収集・共有

③良質な雇用の確保（価値を生む物流）

•物流に従事する労働者の適正な労働環境
•物流関連機器・サービス等の新産業創造・
雇用創出

• ビジネスモデルの国際展開

④ユニバーサル・サービス化
（社会インフラとしての物流）

•開放的・中立的なデータプラットフォーム
•買い物弱者の解消
•地域間格差の解消
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【参考】 報告書目次（案）
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１．我が国に迫る物流クライシス

２．フィジカルインターネットのコンセプト・歴史・海外動向

３．フィジカルインターネットがもたらす社会

４．フィジカルインターネット実現に向けてのロードマップ

①物流拠点

②垂直統合

③水平連携

④物流・商流データプラットフォーム

⑤ガバナンス

⑥輸送機器

５．パフォーマンス

６．おわりに


